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Table　4．　 Copper 　removal 　from　wine 　by　amberlite 　IR −410　resin 　in　the　tartrate　cycle
弱

Emuent Adsorptive　 Capacity Ads ・ rptive 　 E思 ciencySample

（No ） per　 run （ロ 11） Total （m1 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1per

　 run （mg ） Total（lng ）

　　Total
　Leakage

Φ，P・皿 ・） per　 run （％）　Total （％）
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　 ratc ： 5v ， 　v

　 h ． 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　綛　

　 　　括 　 （ 1 ）陽イ オン 交換樹脂Ambeflite　IR − 120 の 遨 離 酸型 並 び に カ リ 型 及び陰イ オ ン 交換 樹脂Am1死rhte 　I

− 410 の酒 石 酵 型に よ つ てブ ドウ酒よ り銅を 除 去する場 合の吸 着能力

試 驗した ． 　 〔2 〕陽 イ 才ン交 換 樹 脂 の 邂 離 酸型 に 於てはブド ウ 酒を樹脂容 積の 5 倍量遖 過させた時 ， 銅 は約 90

除去 さ れ 95 倍 量に 達し て 樹 脂 は飽和 さ れ， そ の lcc 當 り の銅 の吸 着 量 はL

g であっ た ． 　（3 〕 陽 イ オン交 換 樹 脂の カ リ型及び 陰 イオン交 換 樹脂 の酒 石 酸型に 於ける銅 の 動行 は 類似 し

おり，ブド ウ 酒 を樹 脂 容 積の 30 倍 量處理した時 ， 樹 脂 は 飽 和状 態に 達し ，その lml 當りの吸着量 はO ． 3 〜 O ． 4

であ つ たが，ア ニオン交換樹 脂 の 錯 鹽形成作 用につ いては 》まだ疑 問 の 點が 多 く今 後 更 に 追

する豫定 で あ る ． 　 （4 ） 精製ブドウ 酒の品質 及 び 樹脂 の 銅吸 着 率の點より ， 陽イ オ ン 交 換樹 脂 の H 一 サイ クル

以 つ て處理した後， そ の 10 〜 20 ％ 量 を 陰 イ オ ン交 換 樹 脂に よ つて呈 昧を 調 整 す る 方 法が， よ り良 好で

る こ とが 認 め ら れ た， 　 終りに 臨み ， 本報 告 に 對 し銜校閲を 賜 つ た 當研究 所副所 長 ，小原

授 1 こ深く感謝します． 　　　　　　　 　　　　　　　

　　 　　　丈　　　　
　
献 1 ）PROCOPIO ，　M 、 　and　SPANO ，　N：R ．iv ．　viticolte ¢no1 ，，5，3381 ；412 （1950） ，　Chem ． 　Abst．，

，3389 （1952 ） ． 2 ） PAPPACoDA，　E：Riv ．　viticolte 　enol．，6∫231 （ ！953
） ，　Chem ．　Abst ．、47，　 I　l65（1954 ） ．

　3）JosLYN
，

　
M ． A ．，LUKTON ，’A ．　 and 　CANE ，　A

．
：Food 　Technel ．， 7，20 （1953 ）

．
　　4 ）1．　 G．　 FARB，　Ind

．

A．　 G．：N．　P
．
1笳， 985 （Fcb．22，1940 ）．　　5）1 ．　G．　FARB．　Ind’A． 　G ，：N ．

　 P．155， 6B5（Dec．6， 1939）：B。
P．4S9 ，　i73（July20 ，1938）：F．

P．820，969 （Nov ．24，1937 ）．　　6）OMcia1 　MethOds　of 　Analysis 　of 　the　Associ

ion 　of 　OflicialAgricultural
　
Chemists 　7th 　ed．，　Washingten （1950）．　 　7 ）MALVEZIN，　P．　 ：BulL 　assoc．　Ch

．，59 ，721 （1942 ）， Chem ．　Abst．，40 ，1629 （1946 ）．　　　　　 　　 　 　　
　

　
　

　　　 　

　 　 　 　 （ 昭 和 30 ， 7 ， 7 受 理 ） 清酒

造 中 に 於 け る 各 成 分 の 變 化 （ 第 3 報

酖及 び 醪 中 の窒 素 成分 の變 化に就て 蔭 山公

，杉田　脩，國定則行（山邑酒造研究所） 　　　　 　

　　　　 　 　 　　　 　 　 　 　　 緒 　　 　　 暫 　 著 者等は 先 に 米麹ア ミ ラ ーゼの 檢 索
と共に 清酒 翫 ，及び 醪 中の

成分 の追 求 を 行つ た1） が 清 酒の昧成分 と して 窶脚
が 重熨な 役割 を 果 してい る 事 は 今 更云．う 迄もt4い．

酒中の
ア
ミノ 鯉 緯 に 就 て は 古1 くから高 婿 ） ， 暴 N 工 工 一
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野η
， 山田O

， 多田の 等の 諸氏 に依つ て 研究が行われ g 夊最近は べ 冖パ 尸ク P マ トグ ラ フ 6）
， 乳酸蔚に 依 るピ オ

ア ツ セ イリ 等 の 贐用に依つ て 更に 綿密な檢勦 哘 われて い る．併 し現今 の 鎌 に製成酒 の 大牛が 3倍墳覆に依存 し

且 つ 添加ア ミ ノ 酸 を制限されで い る状態で は個 々 の ア ミ ノ 酸組成の 究明よりもむしろ濃昧 の ある醪 を響 るこ とが

先決問題 で あ り，こ の 面か らの 翫，醒 の 窟剰 詑分の 探究が重翼 となつ て 來 た．合成清酒 に 於て 旨糶 の ため大

豆蛋白 を利用する方法 が脚光を浴び出 した の もこ の
一つ の 表われ で あろ う．漕酒 の 方面 で も濃醇なる醪 を得るに

に濃摩な昧の翫を 必翼 とする こ とに氣付 き近來 3 倍増醸用醒に生酥系醗を四段樹 として 添加す る こ と力雑 契され

て 來た．濃厚な昧の 醜 と‘まい わば 生瞞系 駄の 職 司な育成に依つ て 得 られ，遽醸阮の それは 充分に 鼠的 を遽 し得 な

眠 こ の 爾者の 差異 に 就 て 近年 ア ミ ノ酸組成の 逅求め 等に依つ て 説明を與えよ5と し てい る 力沫 だ充分 でなくた

墅端的 に こ れを表わすもの とし て 7t ル モ ール 窒素 の 定量があ り生翫系翫が速醸系 の それよ り 2〜3倍多い 事が

夙 に 飄 め られ て い る9）摂慶で あ る．昨今糸駄菌 プ ロ テ ア ー・pゼ 組成lO）−lnth　？k第 に 明確 に なる に つ れ 速醸系翫の 如

く短期間 で且 つ 安全な操作で生 翫系翫 の 如 き灑昧の ， 換言すれ ば フ オ ル モ ール 簧素 の 多い 翫を造 る方式に蘭 し注

目が向けられ始 め て い る．翫． 醪，製成酒，貯藏酒等 の 窒 素成分の 研究は舐に 杉山
，1）

， 寺本
t3，
氏等 の 幾多の 業蹟

があり一感の 概念ほ 充分に 興え られて い るが著者等 ほ こ れら の 報告を基礎 とし ， 更 に 進 ん で 米麹 プ ロ テ ア 卩ゼ 系

に依る米蛋 白漕化の 様式を探 り現在 の 清瀉酸造 の 蹴 か ら敢 て 再 び考察 を行わんとして 本賢瞼に釐手した．元來

蟹 素成分の 分別遡 に は租 々 方法 例えぼ MYRB 超 （濫 氏 の 方法 ！7，
，
　 A．　HII』LER 及 び D ．　VA ）1　SLYKE 氏等 の

方法
14
域 は 綾井氏 の 方法

1め等があ り， 夫 々 に異 なつ た測定結果を示 し て 果 して どの 方法 が最も妥當 で あるか 到斷

に苦しむの で あるが t 著者等は プ ロ テ ア 冖ゼ 測定1助
に FOLrN−CIOCALTEU 法を探用して い るの で ト y ク 巨

一ル

鰍 の 性質を利用する A ．HIU 　E＆　D ．　V 仙 著SLYK 琶 の 方法 を と り該法 に灘 め檢討を加 え て ダン グ ス テ ン 酸 ゾ 尸

ダ の 代 りに燐 タ ン グス テ ン 酸 を用い る艇濮 を探用tg》し これと SむRENSEH 氏 の フ オ ル モ 卿ル 滴定法 とを併用す る

事 とした 聴 して 先 に 酸性側醸酵に於ける酵素翔 として の 米麹が充分蛋 白渭化に あつ か り得る事を撥論恥 した が

本報 に て は主 とし て生翫系及び速醸系の 兩醗の 蛋 白渭化樣式 の 差異 に就て 髫察 を行 い た い ．

Fi区．1．　The 　Appara 霊us

fbr　5ampling 　of 　 ma3h

ee

　　　　　　　　寳 驗 及 び 漸 察

　 1） 分析獺

　（A ） 試驗綵坂 ： 實地 に嘗瓧 酒邁場 に於て猷難せ る 山 臼厳止 翫 ， 迯猷翫及 び漕酒

醪 に つ き各經過 に從 い 特に考案 せ る試料綵坂器 （Fig．1） に依 り可及的 M 料 を と

り， 乳鉢に て 屠碎し分析 に 供し た．

　（B）　窒素化合物 の 定量

　ω 全窒素 （Tota1・nitregen ）： 試料約 lg を正確 に 税量後常法 に依 り贓 分解し

ミ ク 卩 ケ ル ダ ール 法に 依 りその 窒素 を測定 し試料 100g 中の m8 救に 換算した。以

降窒素の 定畳は 全 て ミ ク ロ ケ ル ダ 冖ル 法 に依る。

　（2〕溶出窟素 （Water　SDIuble 　nitrogen ）： 試料約輙 を 正確 に秤量し OOOec容 メ

ス フ ラ ス コ 中｝こ蒸溜水で移 L200cc に充 し良 く混和 し て 10〜15℃ に 翼時 聞放置し後

濾遏する．こ の 濾液 ．（濾液A ） の一簸量に つ きその 窒素量を求め試料 100g に對す

る tng 量｝：換算 した．

　〔3｝ フ オ ル モ ー−2v窒 素 （Formol−nitrogen ）： 濾液 A25   に つ き S6只ENSEN 氏 フ

オ ル モ 冖ル 滴 窟 こ依つ て ア ミ ノ窪素量を 求 め こ れ を試料 100gに 對す る   量に て 表

わす．但し滴定は N！10NaOH を 用い 電氣滴 定に よ り終貼は pH 　8．5 に て 行 つ た．

　（4） ト リ ク n 尸ル 醵駿 及 び 燐 タ ン グ ス テ ン 陟 に 依 る 量 素 物 分 別 定 量 （ん

Hlr 　UER 及 び D ．　VAN 　SLYKE 氏艇 法）．

　a） 第一旺分窒素 （トリ ク 卩
一ル 蜷撒 （以下 TCA と略寵）不 溶窒 素）： 濾液

A25   を と り之に 50％ 1℃ A 　2．5  を 加え蒸溜水 に て 50ccに 充たし室澀 に 約 10分放

置後濾過 ・ （康洋櫛 iN・ ・2）瀬液 （觀液 E ）の 窒素量を試料 1（糎 中の mg 量に換算し溶出9 素か ら該琶素を差引

い た櫨を以 つ て 表わす．こ の 畍 に は 主 と して rk｝C て 溶出 された蛋白態窒棄 が 含まれ る．

b？締 噸 鱗 、（弊タ ￥グス テ ン弊（界πliViAと暗卿 可漆鑑寒）噸 液聯 蟶 と り・
1 屯網 聯 矚

N 工工
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液 5cc を加 え で蒸溜水 に て 50ccに 充す．良 く混和後室 澀 に 約 10分間 放置後濾過 （策洋濾紙 No ．5B）， 濾液 を 遯明

ならしめ こ の 中 の 窒 素量を測定 して 試料 100g中の lng 數 に て 表わ す．こ の 區分 の 窒素は 低級 ペ プ チ ツ ド及 び鹽基

性 ア ミ ノ 酸 の 大部分 を 除 くモ ノ ア ミ ノ 酸 の 窒 素 を主 體 と し ， こ の 外 非 蛋 白態 窒 素 も含 まれ る．

　c ） 第 コ 區分窒 素 （TCA 可 溶に し て PTA 不 溶窒 素）： 上 寵の 測 定 結果 よ り次 の 如 く計算に 依 り求 めた．

　　Water　soluble 　nitrogen −
（lst　Fraction　N ＋ 3rd　 Fraction　N ）＝2nd　Fraction　N

　 こ の 區分 に含 まれ る窒 素は ペ プ ト ン 及 び 高級 の ペ プ チ ツ ドを主 體 と し，こ の 他 に PTA に よ り洗 澱除去 され た

鹽基 性 ア ミ ノ 酸 の 窒素 を も含ん で い る，

　（5） 不溶出性窒素 （Water　insoluble　nitr 。gen）3 全窒 素 よ り溶出窒 素 を差引 い た 値 に て 示す．該窒 素は溶出さ

れ ざる 蛋 白 態 （菌體 を も含 む ） 窒 素 を主 體 とす る．

Table　 1．　 The 　Ghange 　 of 　 components 　in　Ya 皿 a −hai　 moto 　 mash

DaysTemp
．

（℃ ）
pHD

．Sugar
（as 　glUC−
　　　　ose ）

（9！1009）
欄躍淵：1

　　　1stFrac
．−N

（mg 〆

　　　loo9）

　　2ndFrac
．−N

（mg ！
　　1009）

　　3rdFrac
．−N

（mg ！
　　1009）

FormQl −
N
（mg1
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InsolU．−
N
　　　　　　　Remarks
（mg ／
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Fig　2．　 The 　Change 　 of 　components 　in　Yama −hai　 moto

麓‘ug ！1006 ｝

　 5．
co

　 4・
15

　 5●
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5

s　　ら　　 6　　 ロ　 ユロ　 エ2　 ll　 ユる　 le　 zo　 ea 　　 　　むe　 ae 　 さe 　　a　 ロ 　　s6

『 剛

　　　　 學蝶 畿．

　（C） 直 糖 ： 濾液 A を用い 第 1

報
1）に 基付い て 行い 試料 1009中の

glucose と して の g 數 に て 表わす．

　（D ）　pH ：硝 子 電極 pH メ尸タ

ー（堀場 製 作所H 型 ）を使用しM1

20一重 フ タ p 　JL　meカ リ （Merck ） を

櫟準緩衝液 とした．

　 亅D 　實験結果及び考察

　A ）　酥中の 窒素成分 の 變化

　a ） 山卸廢止 醗 ： 次 の 仕込酊合

に依 り 2 ケ 翫合併 に て 仕込んだ．

仕ゴム後 4 日 目よ り試撒 坂 を彳予つ

た が その 結果 を Table　l及 び Fig．

2 に 示 す．

　仕込配合 ： 蒸米 1．060石 ， 麹 米

｛｝．440石，　詔艮Zk1。2SOa ．．

N 工工
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（436） （蔭山， 杉 田 ， 國定）　清瀝醗造 中 に 於 け る 各 成分 の 憂 化　（第 3 報）

Table　2，　 The 　percentage　of 　each 　 Nfraction　of　Yama ・hai　moto 　mash 　to　tota互一N

・・y・ 1・・1・ble−N 　1　lst・・a・… n
−N

4^

680

．
2

　

　

　

1
　

158157

11229

』

8QV135223003

7．819

．830

．534
，338

，141

．144

．649

．951
．955

．255

，652
，753

．957
．953

．7

000

2nd 　fraction−N1

．56

．47

．91L87

．75

．14

．56

．63
．95

．3

・・d・f・ac ・i・・
−Nl ・… ・N

6．313

．422

．622
．530

，436

．040

．143

．348

。049

．9

8．03

．46
．49

．57

．7

47、649

．347

．548

．446

．O

2．95

．810

．814

，117

，821

．223

．427

．228

．129

．229

．829

．227

．431

．529

，7

Insoluble−N92

．280

．269

．565

．761

．958

．955

．450

．148

．144

．844

．447

．346

．142

，146

．3

　使用麹の 酵素力
12）・16）は α

一ア ミ ラ ーゼ 32ノ
・
S1 ア ミ ラ ”　k

’8・8m9
， 酸性 プ ロ テ ア ”ゼ 系O「64

’
ア ル カ リ性 プ 卩 テ

ア 尸ぜ 系0．02で あっ た．

　Table　I よ り全 窒素 に 劉す る各窒素區分 の 比 牽 を計算 した 結果 を Table　2 に掲げた，考察｝こ際 し て は 生翫 と

呼総す る．

　b） 速驤酖 ： 山廢配 と同一
の 仕込配合に て 汲水 1斗當り120ccの 75％ 乳酸 を添加 した。 使用麹 の 酵素力

12）・
16）

は α
一
ア ミ ラ e 　kt35t，　 S一ア ミ ラ ーゼ 8．5mg ， 酸 性 プ ロ テ ア P ゼ 系0・60

，
ア ル カ リ性 プ 卩 テ ア ーゼ 系0・02 で あつ た ．

仕込後一
番 濯（荒櫂）か ら試料探取 を開始し 3H 目に 協會 6 號酵母150cc （BIIg．10°の 麹汁 に 30℃ 5 日間培 i篋）を添

加 した．そ の 分析結果 を 、Table　3
，
　Fig．3 に 示 し ，更 に Table 　3 よ り全窒 素に 對す る各窒 素區分 の 比 摩 を算出

し て Table 　 4 に 羯げた．

　の a ）b）の 實驗結果 に 對ナる考察 ； こ れらの 結果 か ら見 る と山廢 ， 蓮釀の 兩者に相當朗らか な差異が認 め られ

る．從來迄速釀酖が 生配 に比 し て 昧 が 薄い の は こ れ らの 窒素成分溶出力に 差が あ るた め と思 われ て い た
9｝が溶出

窒 素 に就て は 速醸酖 で は 仕込後 2 日 目に して 既 に そ の 最大溶出量の ％が溶出され以後 は 日數 の 經過 と共 に徐 々 に

TabIe　3．　 The （】hange　 of 　components 　in　Sokuj6・moto 　 mash

DaysTemp ．
（℃ ） pHD

．Sugar　T 。t。1．N

黥鴫
（m

詈砧、、
（…

SG叉ubk −　 1st−
N 　 　 　 　Frac 厂 N
　　　　 （mgl

　 IOO9）　 1009）

　 2nFrac
．−N

（mgl

　 loo9）

rFrac ．
−N
（mg1

　　1009）

Formol　 InsolU．−
N 　　　　N
（mg ！　 （mg ！
　 ioo9）　 Goo9Remarks

1234618．0 　 3．68　　 1L5

13．0　　3．79　　　17．5

9．5　 3．85 　　 18．O

l2．8　 3．87　　 18．6

17．5　　3，89　　　19．6

790

ー

ワ岬

　

　

−

11

20．023

．825

．228

．815

．0

3．753

，403

．423

．563

．68

22．Ol4
．512

．69

．78

．9

S82．2　　115．5

378．O　　　ll3．4
S76．2　　　140．8

378．2 　　五53 ．0

368 ．9　 　168．2

000

ー

23．1　　　 92．4　　　15．9

9．8　　 103．6 　　 22．4

32，9 　　 107．9 　　 28．6

46．6 　　 106．4　 　 33．6

67．7　　　100．5　　　32．2

369．8376

．8380

．8390

．1378

．8

170．8193

．5190

．6198
．2200

．9

61．880

．461

．766

，770

．7

109．0114

．1128

．9131

．5130

．2

32．532

．234

．336

．237
，0

266．7　 　 荒 　 櫂

264．6235

．4225

．2200
．7

れ

　

み

高

成

膨

　

休

最

熟

翻

翻
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（蔭山 ， 杉田 ， 國定 ）　清酒 醗造 中 に於け る各 成分 の 愛 化　（第 3 報） （437）

1●mp．．‘°G｝
50

25

　 5，
加

Fig・3・The　Change　of 　components 　in　Sokujδ一moto

　 4．
15

　 3glO

5

ユ　　 2　　　 3　　 4　　 5　　　 0　　　 7　　 0　　　 9　　 10　　 11　　 12

　　　　　　　　
Day8

　　　　 夢 墜 喬 董

増 加す る の に反 し生翫 で は最初 か

ら徐 ・々に溶出が 庁われ，大體仕込

10日 目で 輸 こ逹 し そ の 溶出速度に

於 て は 非常な 差異 が あ る．こ れ は

還元力（糖 ）の 増加 を比 較した場合

と筒様で仕込濫度に 依る影響が第

一
原因 と考 え られ るが 蛋 白淌化搬

式上 こ れが特に 重要 な意義 を持つ

とわ 思われない ．而 し て 生酥に 於

て 膨れ前 に 細菌に 依 つ て 渭費 され

る窒 素があつ た とし て も極 く少量

で 無 視 出來 る もの と して 膨れ 前 の

溶出窒 素量 を比 較して み る と量的

に ほ 兩者共200mg 丙外 を示 し特に

速釀力娑 る と云 う様な事實 は 見 ら

れず米蛋 白 の 溶出力は 兩者共．ff−一・

Table　4．　The 　percentage　of 　each 　N −fraction　of 　Sokujδ一moto 　mash 　tQ　total　nitrogen

D ・y ・　1　・・1・ble−N 　 l・   ・・ 距 ・ 」・・d   ・i・ n −・ 3r・ f・ac ・i・n −・ F ・・m ・1−N

1234

−
ρ
0790

−

2

　

　

1
　

1
　

1

30，230

．037

．440

．545

．6

妬 ．251

．450

．150

．855

．2

eOO 6．02

．68
．712

．417

．1

24．227
．428
，728

，128

．5

4．25

．97
．68
．98

．7

　 16．7 29．5 8．8
一 2L1 30．3 8．5
『 16．3 33．8 9．0
一 17．1

33．7
9 ．3

一 20．8 34．4 9．8

Insoluble−N69

．870

，062
．659

．554

，453

．848

．649

．949

．244

，8

で あ る と見 做 す事 が 出來 よ 5．こ れ は 米麹が ア ル カ リ性 プ ロ テ ア ーぜ 系を極く僅か し か持た ぬ た め 12）米 の 窒 戴

分溶出は殆 ん ど酸性 プ 卩 テ ア ーゼ 系に 依存 す る所とな り且 つ 生 翫 と雖 も初暖氣後 に は 急激に pH が低 下 し速醸酥

の それ と殆 ん ど差がなくな り以 後略 々 同康 の pH 經遏 を辿 る の で あ る か ら酸性 プ 卩 テ ア ーゼ 系 の 勵 く條件は 略 々

同・一となり，只經過温度 の 差 が 第
一

の 因子となつ て 斯か る結果 を 生ぜ しむるの で あろ 5．（但 し生酥 に 於 て こ の

様 に 急 激 に pH が 下降 しない 場合 もあるが ， こ れ は 打瀬盗慶 が低 く充分 に細菌 が 繁殖 し ない ため と一應解縄す る ）．
一方分別 沈澱 に 依る 結果 を 比 較すれ ば 第

一
區分 と し て 表わ され る 溶出蛋 白 態 窒 素は 速釀 酥 生翫 の 何れに 於て も

全 期 間 を逋 じて 全 く表われなか つ た．印ち翫中に 溶出 され ろ窒素化合物中に は TCA に 依 る沈澱物は存在 しない か

或 は存在 する と し て も極 く微量 で ある事を示 す．こ の 事 か ら米 の 蛋 白 は或 程 度渭化 され て 溶出 され る か 又 は 溶出

後直 ち に 分解を 受 け る もの と推論 され ろ．第二 區分窒 素 は 生配 で は最初 の 中 は 徐 々 に墻 加 し 8 〜10日 目に 最高と

な り以 後漸減す るが 速 醸翫 に 於 て は膨れ迄は 増加 し續けて い る．こ の 事 か ら速醸配に て は蛋 白 を或程 慶迄は 渭化

す るが ， 以後これ を羝 分
．F化合物 に 分解す る力 が 弱 い もの と考 えられ生配の それに 比 し高分 子の 分解 物 が こ の 區

分 に 多 く存在 ナる事を 慧 昧 し，實驗の 際に PTA に 依 る洗澱生 成 の 默態が 生 酥 の それ は極め て 微細 で あつ て 濾別 に

手 間 を 璽 寸 るに 反 し 速醸翫に 於 て は策洋濾紙 No ．2 を用い て も容易に濾別出來 る事 と共に兩 者 の 成分 の 異 る 事 を

示 す もの と云えよ 5．こ の 事は 第 三 區分 の 窒 素 に 就 て も云 5事が出來 る．翩 ち生配 で は溶出窒 素 に ZF 行 して そ の

蓴を墳加す7R
　PF速醸翫1こ．qt 打瀬荊間で ξの 殆 ＆，t”大牛が生成夸れ以肇の 溶嬋箏累の 増卯分は第二 N ｝に移無双

N 工工
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（438 ） （蔭 山，杉 田 ， 國定）　清河酸 造 中 に於 け る各成 分 の 鼬 化 　（第 3 報）

て 第 三 區 分へ は 移 行 され ない ．從 つ て 膨 れ 賄災 に て は 遶 醸酥 は生 翫 の ％程 貶 しか 第 三 區 分 窒 素 を保 持 して い な い ．
一方 ブ オ ル モ rfル 窒素を 見れば 明 らか に速釀翫 は生酥に 比 して 全段幽 に於 て 少く約確〜施の 値 しか 示 さない ．而

し て 兩 翫聞 に 於て フ オ ル モ ール 窒 素 に於 け る如き大きな差が第 三 區分窒 素 に表 われない 事か ら速醸酖で は 該區分

累 の 中に は 生 翫の そ れ に 比 し て 比 較 的 重 合度 の 高 い もの が 多 く含 まれ て い る 事 が 充 分 豫 測 出來 る，（杉山 氏
9） も

MYRBAECK 法 に依 る分別測定に於 て こ の 事 を推論 され て い る ）．今便宜上 第 三 區分窒素 を フ オ ル モ ール 窒素 で除
1
し た 値 を以 つ て 兩 者 を比 較すれば Table　5 の 樣 で ある ， （尚Table　5 に は 溶出窒 素 を フ オ ル モ P一ル 窒 素に て 除し た

る値を も參考 の た め 併言己した ）．こ の 偵を假に 清 酒 7 オ ル モ ール 窒棄係數 （Formo1 　Nitrogen　CoeMcient 　 ofSake ）

と名付け る。勿 論 PTA に 依 る沈澱 に は鹽基性 ア ミ ノ 酸 が含ま れ ごア ミ ノ 態 窒 素 の 全 て が濾別 され る とは 云えず ，

叉非 蛋 白 態窒 素 の 補 正 も行つ て い ない の で こ れ と フ オ ル モ 冖ル 窒 素 との 比 を以 て 見 掛け の 重合度 とす る事 には 疑

義は あるが一
隱岡

一
基質 （こ の 場合米蛋白 ）を便用す る場 合 の 比 較に際して の 目 安に す る事は差支 えない と考え更

に又田村氏
7）

等 の 清酒中の 鹽基性 ア ミ ノ 酸は遊離型 が主 で あ る との 結果 もある の で敢 え て こ の 係數を とつ た譯 で

あ る，こ れ に 依れば明 らか に 生翫 の それ は 速 醸翫に 比 して 低 く牛 分 以 下 に な つ て 屡 り ， 速 醸酥初 期 の 様 な 4 〜5

の 値 を示 す事が ない ．而 し て 該速醸酖は 檢鏡及 び培養試瞼に 依 り酵母以 外 の 菌を殆 ん ど認 め な か つ た もの で あ b ，

Table　5．　 The 　Change 　 of 　formol−N 　coeMcient 　 of 　sake 　during　 the　 lnaking 　 of 　bo山 these　 moto ・mashes

Yamahai ・moto −mash t sakujδ甲moto −mash

・ ・y・ i… m ・1−N ・   馴 ・・1・ bl・・NIF ・・m ・，・・　1・ ・y ・ IF・・m ・1−N ・  明 ・・1・bl・・N1… m ・1−N

4へ

6802

　

　

　

1
　

1

2．202

．302

．001

．76L71

5815711

り」

228Q

∀

135

29

齟

30000

1．701
．701

．62L71L701

．581

．691
。731

．54L55

2．693

．442

．832

．422

．141

．94L901

．831

．85L811

．s7L80L971

．831

．81

… r・9・1 L76 2．14

il 5 ．80
’

i　 ・・26

・ 1 4．65 5．06

・ 1 3。75 4．92

4 3，20 1 4．55

6 3．15 5．22

・ 1 3．35 5．26

・ i 3．55 6．Ol

10 3．77 i 5．56

，，　 1 3．60 1 5．48

・21 　 ・・52 1 5．43

・… ag ・1 3．83 5．48

一應 こ の 窒 素渭化樣式は 米麹 プ 卩 テ ア ーゼ の みに 依 つ た もの と見做 し得 るわけで あ る ， そ して 亦溶出窒 素量が 兩

翫共同一の 所か らこ の 樣な速驤酥型機式が米麹 プ ロ テ ア ・一ゼ 系の みに 依 る配製琶の 蛋 白 渭化 の 極限を表わす もの

で は ない か と考 え られ る．又 第三 區分 の 窒 素増加の 様式が變つ て 來 るあた りの兩者 の 窒 素 成 分 ほ 清酒 フ i ル モ ＿

ル 係數 の 差以外は殆ん ど同
一一で あり・且 こ の 時 に は生翫 く8 〜10目 目）の pH は 翫に 4・0以 下 となつ て 速醸 翫 と同

じで あ る．從 つ て こ の 時期以後 に 兩者 の 間に 判然 と した差が 現れて 來 る事 は從來迄定説化 され て い る生 翫系酥 は

初期 に 中性 か ら嫐酸性 の 時 期 を 逋 る際 に 米麹 プ ロ テ ア ーゼ 系が 速 釀系 の それ よ り幅 の 廣 い 作用 を す るた め フ ォ ル

モ ール 窒 素が増加す る と云 5読明で は 納得出來な くなつ て 來 る譯 で あ る．從 つ て 更 に こ の 繭者 の 差 の 起 る原因 の

究明 を米 麹 の 酵寨系 を離れ た 別 の 觀黠 か ら 見直す必璽 に迫 られ て 來 た が こ の 點 に就 て は 今後 研 究 を進 め て 行 く豫

定 で あ る．一
方兩系翫に 於 け る溶出窒 素 の 全 窒 素 に 對す る 比 を 見 るに Table　2 及 び TabIe　4 よ り約 6割 が溶出

されて 液中に 存在 して い る．夊經過中の pH は 兩翫 と も膨れ以後 は 急激に i 下 し分け時期遽 りか ら上 昇す る傾向、
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ぐ蔭山， 杉 田 ， 酸定） 清酒醸造中に 於 け る吝成分 の 變化 （策 3報） （439）

を 見せ るが 何れも膨れ の 1pHよ りは高くはならない ，

醪仕込配合 （單位 ：石）
B）　醪中 の 窒 素成分樊化

1ee米 1麹 米 1汲 水 1・・％醐

母

添

添

添

留

　

　

　

　

二

酒

初

仲

留

第

計

0．795L6503

，30G5
．955

11．70P

0．3300

，6601
．0001

．310

3．300

O ，9601

．8504
．3008
．640

15．7509

．00D9

．ooo

備　　考
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　次 の 仕込配合 （10石 1 ケ 牛仕込） で 醪 を仕

込 み 試料 を採取 し た．使用翫 は 山 卸 翫 ， 枝桶

は 2本用い た が試料は全 て 親桶より採坂 した。

5 日 目に 枝打，9 日 目の 口 打 ，
19日 目に 30％

酒 精 9 石 を添 加 L た ．分析結果は Table　6
，

Fig．4 に 示 し，全 窒素 に 對す る窒 素各區分 の

割 合を Table 　7 に羯げ る．

　 こ の 結 果 か ら考察すれ ば特に 目立 つ た 變化

Table　6．　 The 　Change 　of 　components 　in　rnoromi ・mash
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10

は 認 め られ ない が 第 三 區分 窒素 は

2〜4 口 目に 最低値 を と る．試驗

醪は 前急的 な經過をとらせ て あ る

の で 各醗 酵形式に 依 つ て こ の 谷 の ，

時 期 が幾分ずれ る事 は 推測され る

が
一

應高泡 前 に こ の 谷が表わ れ る

もの と解 釋 し て 差支えない もの と

思 5．溶出窒素 ， 第二 區分窒 素 は

日 と共 に 堰加す るが特 に 高 泡 後

（最高温度中）に その 増加が 著 しい ，

併 し第 三 區分窒 素 の 渭艮か ら考 え

て 特別 に 意義あ る もの とは考えら

れない ．本實験 に て は 酵母の 窒 素

代謝 に 就 て 何 等 の 實驗も行つ て い

ない の で 翫 の 膨れ前 の 如 く充分考

察 を行 5資料 に乏 しい ．併 し清酒
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7t ル モ ール 窒素累數 の 滑艮を見ると明らか な特黴ある動 きを 見せ て い る．翩ち醸 酵が進むに つ れ て第 三區分窒

素 の 最小 D 時 に 最小 値 を と り以 後順次 そ の 値 が壇大す る．謂わば生配型 の 第 三 區分 窒 素 の 生成 樣式を前期 に 行 い

後期 に は 速 醸酥型 の それ と非常に 相似 し て 來 る．こ の 事 は 興 昧深 い 事 で あ りその 原因 は更 に 追究 を要す る もの と

考 え る．但 し 酥 の 場 合 と同様清酒 フ オ ル モ ール 窒 素係數が小 さい 醪程製成酒 の 喇昧 に 旨味が 多い 事 ：t何等 か の 意

昧 を持 つ もの と考 え られ る．Table　7 か ら見 る と醪 中 で は使 用窒 素 の 約 4割 が容出 され 當然 清酒 に 移 つ て 來 て い

るが 釁 母 そ の 他 に 依 る 再合成 も翫 の 場合 よ り活濃に行われて い る もの と推測 され るの で 利用摩云 々 は 斷言出來な

い ．經 咼中の pH は 哥泡前に 最低 とな り以後嶄増 し ア ル 添 に 依り叉上昇す るが こ の 事 に つ い て は 今回は 考察 を行

わ ない ．

　叉 酒精忝加後 に ．於け る溶出窒素 に勢 する各區分窒 素及び フ オ ル モ ール 窒 素 の 比 が添 瓠 直前 の 比 と幾分變 つ た値

を 示す．皀口ち第 三區分窒素及 び 7 オ ル モ e ル 窒素は 添加前よりも添加後に 於 て そ の 比 奪が大とな り，こ れ に 反 し

て 第 二 區分 窒 素は 小 とな る．こ の 點 に 關す る考察 も次 の 機會に 行い たい ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　　雪

　前報
1）に 於 る清 酒 酖及び醪中の 糖成分の 檢嚢に 引績 き A．HILLER 及 び D ．　VAN 　SLYKE 氏 の 窒 素 物 分 別定 量

法變法及 び Fo皿 ol 滴定法 を 使用して 窒 素 成 分 の 變 化 を邁 求 し，そ の 結果 に 基き生翫，速釀 翫 の 窒 素淌化樣式 の

差 異等 に就 い て 考察 を行 い 大要次の 結果を得 た ．

　 1）　生 配 ， 遮 醸翫 の 間 に は 米蛋 白 喀出量 の 差異は 殆 ん どない ．

　2）　 7 オ．ル モ ール 窒 素 は 玩造 り全 段階 を通 じ速醸配 は 生 翫 施〜葹 の 値 を示 す．

　3） 第 三區分窒素 1 フ オ ル モ ール 窒 素 を浦 酒 フ才 ル モ ール 窒棄係數 と名付け こ れ に 依 り考察すれば生翫は常に

速孃 翫 に 比 して 著 し くその 殖 が 澱 く， 從 つ て 低分 ｝
二
の 窒 素 r匕合物 を 多 く含 む もの と 思われ る．こ の 事 は 溶出窒 素

1フ オ ル モ ール 窒 素 の 値か ら も推察出來 る．

　4） 兩亜 ノ）配 の pH 經渦 使用麹 の プ ロ テ ア ーゼ カな どか ら勘案 して 生翫系 の 窒素漕化形式に は 米麹 プ 卩 テ ア

e−・’ゼ 系以 外 D 蛋白分騨釁素が銅與し て い る もの と推測 され るが如何なる性質 を持 つ もの か は 未 だ 判 明 し ない ．

　5） 醪 で は高泡舸に 第三 區分 窒 素が最小 とな る．

　6） 醪 の 清 酒 7 オ ル モ ール 窒 素 係數か ら 見 る と薗 趣 こは 生翫型，後 胡に は 速韻酖型 の 窒 素清化形 式 を とる傾向

を 示す．

　7） 翫 に て は 原 料 中 の 窒 素物 の 約 6割 ，醪に て は 約4 割 が溶出可 能成分 とな る．

　絡 りに 臨み 本 實驗 に對 し て 御 懇 切 な る御 指導啣 助 言 を賜 わ つ た 阪大 照丿卜歃 授 ， 寺本 敏 授 ，東 大 北 原歡 授 及 び灘

酒研 究 會第 1 回 シ ン ポ ジ ウ ム に 際 し本 曳臉 に 封 し種 々 御討論 を頂 い た 同研 究 曾々 員各位 に 對 し深甚な る謝 意 を茂
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（小 田 ， 若槍 酵 母 菌 の 變 異 に 關 t る 研 究 傑 5報） ぐ441）

する．又 本稿 の 發 表 を許 可 され た 山邑酒 逡株式會瓧 祗 長 山 邑 太左衛 門 氏 及 び 校 鬩 を頂 い た 下 田 所長 並 び に 實 驗 に

協 力 された 中 森勳 氏始 め 關係御一
同 に 感謝 する．
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酵母菌 の 變異 に關する研 究 （第 5報 ） 單相 洙並 び に 雜種 の 分離 に就 い て
煢

小 田 雅 夫 ・若 林 謙 太 郎 （大 阪大 學 工 學 部醸酵 工 學 教授 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　酵母菌 の 變 異 の 聞 題は遣専學 ， 酵素化學 ， 生 理 學等の 知 識の 協力 を必要 とす る．特 に 遣 專と變異 とは互に 對立

す る生 命現 象で ある故 ，變 異 と云 う最 も本質的 な 生命現象 の 研 究に は 遺厚學的 な考 慮 が常に 拂われ る べ きで あ る．

酵 母菌の 遣專は微 生 拗 の 中 で も最 もよ く研究 きれて い る もの S 一つ で あ る．

　WINGE 等
1）一一s） は Micromanipulatorを用い て Saechromycesの Ascosporeの 接合 を驗べ ， 且 aplophase と

D 三plophase の Life　cycle を證 1児し た．34　S ・ettipsoideus の 4胞 F分離 を 行い 其 の Segregation の 結 果 か ら，所

謂單細 胞分離 法 は 必ずし も遺 灘 杓に 純系を得 る 手段 と は な り得 ない 事 を 明か に し た．そ し て S．ellipsoideus と

S．　 validus との Ascospose を取 り出 し て夫 々 相接近 せ し め て 難壓 を形成 し ， 所謂雜種弖麌勢の 現象 を認 め た．其 の

後 LINDEGREN 掣 ）一”5） は S・cereviSiae の Ascosperc を分離 し ， そ れ らに 由來す る Haploid 　culture を混合 接

種す る時互に 鬢立 の 性闘 1系に あれば Diploid　zyg ・te を生ずずる事から，　 a と α と云 う2 つ の Mating 　type の 存

在する事 を發見し Heterothallicで あ る と した．　 WICKERHAM 　 and 　 BULTON6 ） ｝ま Hansenata は SaccharomL7ces

と異 り其 の A   us が非常に 脆弱 で あ るPt　Mlcroman三pulator を用い て Aseospore を取 り出す事 が 出來 ず，　Ascos・・

poreは Vegetative　 cell よ りも配熱 曲 で あ る事 を利 用 して 熱魍 し丁 板 培 養 して Haploid 　 colony を得 る事 に 成

功 し て い る、

　本 報 に 於 て は此 の W エCKERHAM の 方 法 を 應朋 し て 灑 々 の 清酒酵母か ら容易に Haploid 　 colony を 得，欽 に 數

種 の 雜邇 の 形 成 を試み ，其 の 二 ， 三 の 性質 に 就 い て 驗べ た結果 を遞べ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賢　瞼　方　法

　（1） 供試菌株 ： 當研究 窒 保存 の SaccharomLycesの 中 ， 主 と して 著者等
7） に よつ て清酒 醪か ら分離 した清酒酵母

を 用い た、

　（2｝ 單相株 の 分 離 ； 最 初 ｝C　Vegetative　eell の 縢 性 を驗べ る必 要 が あ る．其 の 死 滅 淵 度 は 菌 株 ｝こよ り多 少 相異

す るが大體 55〜60℃
，
1頓｝問の 範園 に あつ た．Flg．1に 示す如 く供試菌株 の 新．鮮培i釐を M 〔Udified　GORODKoWA ’

s

agar （以 下 Gagar と略欝す る ） に 接囲 し ，
30℃

，
5 − 7 目 間培養 し て Sporulation せ しめ 殺菌水 5ml に 懸濁

す る．そ して 死 滅温度 に 10分聞保 つ て Vegetative　 cell の み を殺 し ，．適當 に 稀釋 して 甼 板培 養 を30℃ ，3 日間行

う，出現集蕗の 中比 較的大型 の 凸 レ ン ズ 形集落は Diploid　 cell で あ るか も知 れ な い の で 之 は迸 け ， 比 較的小型 の

N 夲 報文 の 概 要 は 昭 和 29年 m 月 開 催 の 大 阪醸 造 學 曾講 演 會 に 於 い て 厂酵 母 菌 の 交 配 に 就 い τ 」 と題 し て 藷演 し

たが ， 都合 に よ b改題 して 「酵母菌 の 變 異 に 開す る研 究」の 第 5報 として 發 表 す る．
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